
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



DOI: doi.org/10.20744/incleedu.11.0_83 

Journal of Inclusive Education, VOL.11 83-93 

 

 

 83 

ORIGINAL ARTICLE 

コロナ禍前後における「エントリーシート」

の質的変化 
―質問項目の分析を中心に― 
 

Consideration on Qualitative Changes in the Job Application Before and 

After the COVID-19 Pandemic; Focusing on Qualitative Changes in 

Question Items 
 

 

上野 惠美 1)  趙 彩尹 1) * 

Megumi UENO                     Chaeyoon CHO 

 

1) 下関市立大学大学院 経済学研究科 

Graduate School of Economics, Shimonoseki City University 

 

＜Key-words＞  

新型コロナウイルス感染症，テキストマイニング，エントリーシート,  就職活動，     

COVID-19         text mining                job application     job hunting  

 

（*責任著者）cho-c@shimonoseki-cu.ac.jp (趙 彩尹） 

Journal of Inclusive Education, 2022, 11:83-93. © 2022 Asian Society of Human Services 

 

ABSTRACT 

  

2019 年から始まった新型コロナウイルス感染症（COVID-19）によって、人々の日常生

活が奪われ、行動制限の中で生活することとなった。コロナ禍の中、次世代を担う大学生の

新卒採用において、企業等がどのような経験や能力を把握したいと考えているのかを確認し、

今後のキャリア教育の内容に反映させることが本研究の目的である。本研究においては、大

学生の就職活動の選考における初期段階で、選抜のために使われるエントリーシートに着目

した。エントリーシートでは学生生活での経験を問う内容が多いが、コロナ禍の行動制限が

ある中で、それに答えることのできる内容は、コロナ禍前に学生生活を過ごした大学生と比

較すると圧倒的に少ないと考えられる。そのため、エントリーシートの質問項目が大きく変

化したのではないかという仮説を立てた。収集したエントリーシートをコロナ禍前後で比較

するため、テキストマイニングによって分析を行った結果、コロナ禍前には画一的な質問項

目が多かったがコロナ禍後においては、多角的な質問項目が増えたことが確認できた。また、

「学業」「興味」「資格」という、コロナ禍においても一人で取り組みやすい質問項目が増え

ているという、興味深い結果が確認できた。 
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Ⅰ．背景 

  

2019 年、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、中国から発症した新しい感染症

であり、全世界に拡大した。内閣府の調査で、日本でも経済活動や生活様式に大きな影響を

与えたことが確認された 1)。2020 年 4 月に新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が発出

され、これに伴い、企業・団体においても、テレワークなどへの移行など、これまでの働き

方を大きく変化せざるを得なかった。さらに、堀の研究においても、新型コロナウイルス感

染症が大学生の就職活動やキャリアの選択にも大きな影響を与えたと述べている 2)。 

大学生の就職活動において、コロナ禍前の企業説明会や採用試験などは、対面を中心に行

われていたが、新型コロナウイルス感染症の感染予防のため対面での実施はなくなり、オン

ライン対応に変更された。このような変化の中、採用試験の初期段階の選考で大学生が企業

に提出する「エントリーシート」の質問項目はどのように変化したのかを分析する。 

「エントリーシート」とは、企業など大学卒業予定者を採用する側が、就職希望者に記入

させる質問形式の応募書類であり、企業等が独自に作成しているものである 3)。内閣府から

毎年公表している「就職・採用活動に関する要請」に示されている通り、日本の大学卒業予

定者を対象とした企業等の採用活動は、新卒一括採用方式である 4)。そのため、大学生の就

職活動開始時期には、企業等に大量の応募が殺到する。企業等は応募した大学生全員に対し

て、筆記試験や面接を課したいところであるが、全員を採用対象として行うための時間や費

用が足りない。そこで、採用試験の第一段階としてエントリーシートの提出を課し、就職希

望の大学生が提出したエントリーシートの回答から、その企業等が求める人材像に当てはま

っているか否かを確認し、選抜を行う。 

第一段階の選抜を勝ち抜くために、本来はエントリーシートの質問項目に対して、応募し

た大学生がどのように記述したかという内容が重要である。このことから、エントリーシー

トに関する先行研究では、大学生が記述した回答・内容を分析する研究が多く行われている

が、企業等が出題する質問項目を中心とした分析研究は少ない 5)。 

そこで、本研究の目的は、次世代を担う大学生の新卒採用において、企業等が提供するエ

ントリーシートを用いて、大学生が持つ経験と能力を把握するために、どのような質問項目

を設定しているのかを分析する。そうすることで、今後新たなるパンデミックが発生したと

しても、キャリア教育において対応できる対策を含め、パンデミック下において企業等が求

める人材の要素を探索し、今後に繋げていくために本研究を行うものである。 

 

Ⅱ．研究方法 

 

1. コロナ禍前後の定義 

 本研究において、以下の根拠に基づき、コロナ禍前後の定義を定めた。 

 

・コロナ禍前：2021 年卒 (2020 年に大学 4 年生) 以前 

上記のように定義した根拠として、2020 年に新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が

発令された際、まさに就職活動をしていた学生が 2021 年 3 月卒業生であり、彼らは大学 3

年生終了時までコロナ禍の影響を受けなかった世代である。一般的に、エントリーシートの

質問項目は就職活動が始まる前までの大学 1 年生から 3 年生までの学生生活のことを問う内
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容となっているため、この世代までをコロナ禍前と定義する。 

 

・コロナ禍後：2022 年卒 (2020 年に大学 3 年生) 以降 

上記のように定義した理由として、2022 年 3 月卒業生の世代は大学 3 年生から 4 年生の

2 年間、コロナ禍にあったためである。3 年生は、例えば専門的な講義や海外経験、部活動

やアルバイトの中で指導的な立場となって後輩をまとめるといった貴重な経験のできる学年

である。その重要な 1 年間での経験が、大学生活の行動制限の中で奪われてしまったとした

ら、エントリーシートにエピソードが書きづらくなったと推察できる。このことから、

2022 年 3 月卒業生以降をコロナ禍後と定義する。 

 

2. 仮説 

エントリーシートの質問項目を分析する中で、以下のように仮説を立てる。 

1)コロナ禍前後で内容に相違点が見られた場合 

「学業」や「資格取得」などのコードは一人でも行える取り組みである為、コロナ禍前後

で相違点が見られると予想される。また、新たな質問項目が問われる可能性も考えられる。 

2)コロナ禍前後で相違点が見られなかった場合 

 学生時代の「エピソード」や自身の「強み」などのコードは、前年度と質問項目を大き

く変えることのデメリットがあると考えられるため、コロナ禍前後で相違点は見られな

いと考えられる。例えば、学生にとっては、エントリーシートで問われると考えて事前

に準備をしておいた内容が使用できなくなる可能性や、企業にとっては、それ以前の学

生との比較ができなくなってしまう可能性があると考えられる。 

 コロナ禍においても、感染対策に対して工夫をすれば出来ることも多く、むしろその努

力を確認したいため、質問項目を変更しなかった可能性があると考えられる。 

 

3. 研究方法 

1) データの基本情報 

 (1) エントリーシート 

 株式会社ダイヤモンド・ヒューマンリソースが実施した「ダイヤモンド就活ナビ モニ

ターレポート ES 設問集」を利用する。 

 エントリーシートのデータは、コロナ禍前を「2020 年卒」「2021 年卒」のものとし、

コロナ禍後を「2022 年卒」「2023 年卒」のものとして扱う。 

(2) 調査対象・調査期間 

2020 年卒：2020 年 3 月卒業予定の大学院生・大学生 

       2018 年 6 月～2019 年 3 月に回収・編集 

2021 年卒：2021 年 3 月卒業予定の大学院生・大学生 

       2019 年 6 月～2020 年 3 月に回収・編集 

2022 年卒：2022 年 3 月卒業予定の大学院生・大学生 

       2020 年 6 月～2021 年 3 月に回収・編集 

2023 年卒：2023 年 3 月卒業予定の大学院生・大学生 

       2021 年 6 月～2022 年 3 月に回収・編集 

各年、毎月 1,000 人程度のモニターから有効回答数の中から抽出 
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(3) 調査方法 

WEB 入力フォームより回答、オンライン、面談時に回収など 

 

2) データの分析方法 

エントリーシートの分析にはテキストマイニングの分析を行い、 統計ソフト＜KH  

Coder3.Beta.03i＞6-7)を用いて以下の分析方法を行う。 

(1) 共起ネットワーク分析 

テキストマイニングの共起ネットワークを用いて概観を捉える。共起ネットワークと

はテキストマイニングの分析方法の１つである。テキスト型データの中で文章に含まれ

る言葉を抽出してその頻度を集計し、同時に使用される概念を線で結んでネットワーク

を可視化することで、視覚的にデータの全体像を把握することができるものである。 

(2)コーディング分析 

コーディング分析を行う前に、コーディングルールを決めるため、統計ソフト＜KH  

Coder3.Beta.03i＞6,7)にある「Keyword in context; KWIC コンコーダンス」を用いて、

コーディングルールを表１に作成した。さらに、コーディングルールのコード名に基づい

てクロス集計の χ2検定を行い、コロナ禍前後の特徴を検討する。 

 

表 1 コーディングルール 

コード名 コーディングに用いた主な語 

ガクチカ(*) 大学、学生、力、工夫、取り組み、取り組む 

志望理由 志望、理由、動機 

挑戦 挑戦、取り組み、実現、目標、成果、課題 

学業 ゼミ、研究、学業 

エピソード エピソード、具体、行動 

挫折 人生、挫折 

経験 経験、学生、大学 

実現 当社、入社、実現 

チーム チーム、組織、メンバー、役割、目標、成果、貢献 

強み 強み、長所、自身 

興味 興味、関心 

職種 希望、職種 

資格 取得、簿記、運転、語学、資格 

(*)「ガクチカ」とは学生時代力を入れて取り組んだことの略である。 

 

 

Ⅲ．結果 

 

1. エントリーシートの基本データ数 

エントリーシートの基本データ数は合計 697 件であり、より詳細については表 2 の通り

である。業界数には、金融業、卸売業、製造業、情報通信業などが含まれており、企業数は

匿名であるが、大企業が中心である。 
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表 2  エントリーシートのデータ数 

 対 象 業界数 企業数 

コロナ禍前 
2020 年卒 10 181 

2021 年卒 9 157 

コロナ禍後 
2022 年卒 9 169 

2023 年卒 9 190 

 

 

２．共起ネットワーク 

1) コロナ禍前のキーワード 

コロナ禍前は「2020 年卒」および「2021 年卒」の大学生を対象にしたエントリーシ

ートを用いて分析した。対象としたエントリーシートの企業数については、2020 年卒

は 181 件、2021 年卒は 157 件であった。 

図 1 は 2020 年卒を対象としたコロナ禍前の共起ネットワークの結果である。線の太

さは、語同士の共起の強さ、円の大きさは、語の出現頻度を示している。2020 年卒に

おいては、「志望理由」と「学生時代に力を入れたこと」が出現頻度の高い語となって

いる結果が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 2020 年卒 (コロナ禍前) 共起ネットワーク 

 

 

図 2 は 2021 年卒を対象としたコロナ禍前の共起ネットワークの結果である。2021 年

卒においては、「志望理由」と「学生時代に力を入れたこと」に加えて「学業」が出現頻

度の高い語となっていた。 

図 1 と図 2 を検討した結果、全体的な傾向として、コロナ禍前には、頻出語のバリエ

ーションが少ないことから、どの企業のエントリーシートにおいても、比較的同じよう

な質問項目が多かったことが確認できた。 
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図 2  2021 年卒 (コロナ禍前) 共起ネットワーク 

 

 

2) コロナ禍後のキーワード 

コロナ禍後は「2022 年卒」および「2023 年卒」の大学生を対象にしたエントリー

シートを用いて分析した。対象としたエントリーシートの企業数については、2022

年卒は 169 件、2023 年卒は 190 件であった。 

図 3 は 2022 年卒を対象としたコロナ禍後の共起ネットワークの結果である。2022

年卒においては、コロナ禍前の「志望理由」、「学生時代に力を入れたこと」、「学業」

に加えて、「活動への取り組み」や「希望職種」、「具体的なエピソード・行動」が出

現頻度の多い語となっており、頻出語のバリエーションがコロナ禍前よりも多くなっ

ている結果が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 2022 年卒 (コロナ禍後) 共起ネットワーク 
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図 4 は 2023 年卒を対象としたコロナ禍後の共起ネットワークの結果である。2023

年卒においては、コロナ禍前の「志望理由」、「学生時代に力を入れたこと」、「学業」

に加えて、2022 年卒の「希望職種」、「具体的なエピソード・行動」、さらに「活動やア

ルバイトの期間」や「自身の強み」、「興味・関心」、「入社後の実現」が出現頻度の多

い語となっている結果が得られた。 

コロナ禍後の全体的な傾向としては、各企業の質問項目にバリエーションが多くな

り、特に 2023 年卒においては、企業ごとに工夫を凝らして出題していることが読み取

れた。 

以上の結果から、コロナ禍前とコロナ禍後の共起ネットワークを比べると、一つずつ

の円の大きさが小さくなり、つまり、出現頻度が低くなり、反対に語の数が増えて、

バリエーションが豊富となっていることが確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4  2023 年卒 (コロナ禍後) 共起ネットワーク 

 

 

３．コロナ禍前後のクロス集計 

表 1 のコーディングルールによって、コロナ禍前後 4 年分のエントリーシートをクロス

集計分析した結果が表 3 である。「ガクチカ」、「志望理由」、「挑戦」、「資格」、「学業」、「経

験」、「興味」のコードにおいて、統計的に有意な差が確認された。「ガクチカ」、「志望理由」、

「挑戦」、「経験」についてはどの年においても頻繁にコードが出現していることが確認でき

たが、コロナ禍後にコードの出現頻度が低くなっていることが確認できた。「学業」につい

ては、コロナ禍前の 2021 年卒からコードが多く出現しているが、コロナ禍後は 2020 年卒

よりも出現頻度が高いことが読み取れた。 

一方で、コロナ禍後に出現頻度が高くなったコードもある。「資格」、「興味」については、

コロナ禍前にはコードの出現頻度が低かったが、コロナ禍後に出現頻度が高くなっているこ

とが確認できた。 
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表 3 エントリーシート間のクロス集計 分析(4 年間) 

 
コロナ禍前 コロナ禍後 

合計 χ2 
2020 年卒 2021 年卒 2022 年卒 2023 年卒 

ガクチカ 86(5.01%) 82(4.87%) 92(4.55%) 92(2.83%) 352(4.05%) 20.70** 

志望理由 135(7.86%) 121(7.18%) 142(7.02%) 161(4.95%) 559(6.44%) 20.41** 

挑戦 21(1.22%) 24(1.42%) 14(0.69%) 19(0.58%) 78(0.90%) 11.85** 

学業 86(5.01%) 119(7.06%) 117(5.78%) 216(6.64%) 538(6.20%) 8.06* 

エピソード 21(1.22%) 26(1.54%) 23(1.14%) 35(1.08%) 105(1.21%) 2.15 

挫折 4(0.23%) 4(0.24%) 3(0.15%) 3(0.09%) 14(0.16%) 2.14 

経験 39(2.27%) 31(1.84%) 34(1.68%) 40(1.23%) 144(1.66%) 7.96* 

実現 39(2.27%) 34(2.02%) 33(1.63%) 64(1.97%) 170(1.96%) 2.04 

チーム 7(0.41%) 8(0.47%) 13(0.64%) 17(0.52%) 45(0.52%) 1.08 

強み 8(0.47%) 6(0.36%) 11(0.54%) 18(0.55%) 43(0.50%) 1.01 

興味 30(1.75%) 47(2.79%) 59(2.92%) 108(3.32%) 244(2.81%) 10.29* 

職種 11(0.64%) 12(0.71%) 23(1.14%) 38(1.17%) 84(0.97%) 5.03 

資格 4(0.23%) 0(0.00%) 6(0.30%) 23(0.71%) 33(0.38%) 16.96** 

ケース数 1718 1685 2024 3254 8681  

* p<0.05 ** p<0.01 *** p<0.001 

 

 

   図 5 については、表 3 を視覚化したものである。バブルプロットの大きさは、頻度の高 

 さであり、色の濃い部分は、そのコードの出現頻度が高いという意味となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 クロス集計分析のバブルプロット 

 

Ⅳ．考察 

 

本研究では、次世代を担う大学生の新卒採用において、企業等がコロナ禍であっても、ど

のような質問項目を設定しているのか、大学生にどのような経験や能力などを求めているの
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かを把握するため、テキストマイニングによる分析を行った。 

テキストマイニング分析ソフトである「KH coder」を用いてコロナ禍前後のエントリー

シートを分析した結果、共起ネットワークから、コロナ禍前は、どの企業も「志望理由」や

「学生時代に頑張ったこと；ガクチカ」など比較的同じような質問項目が多いことが確認で

きた。コロナ禍後は、各企業が様々な質問項目を用意することで、多角的に大学生の特性を

理解しようとしていることがわかった。 

４年間のクロス集計からも、有意差が確認できた「ガクチカ」「挑戦」「経験」においては、

コードの出現頻度がコロナ禍前に比べてコロナ禍後の方が低くなっていることが読み取れた。

これらの結果は、新型コロナウイルス感染症の蔓延によって行動が制限され、活動が思うよ

うにできなかった大学生を配慮するためという理由が考えられる。コードの出現頻度が低く

なったとはいえ、まだまだ問われている頻度は他のコードよりも圧倒的に多い。また、「志

望理由」についても出現頻度の有意差が確認された。これもコロナ禍後において、コードの

出現頻度が低くなっていた。対面による企業説明会が開催されていない中で「当社を志望し

た理由」を問われても、オンラインという限られた情報しか提供されない説明会か、企業ホ

ームページに記載されている内容でしか志望理由を答えられない。 

小島の研究では、エントリーシートで求められる記述内容には、「志望理由」など、なぜ

その記述が求められているか容易に想定できるものと、求められている理由が想定しがたい

ものがあると述べている 8)。例えば「ガクチカ」や「挑戦」、「経験」は、求められている

理由が想定しがたいものに当てはまる。これらは、就職希望の大学生が記述した内容から企

業の求める人材像かどうかを見極めるために、コロナ禍であったとしても、必須の質問項目

であることが確認できた。 

さらに、有意差が確認できた「学業」、「興味」、「資格」については、コロナ禍後の方がコ

ロナ禍前よりもコードの出現頻度が高くなった。学業については、オンラインやオンデマン

ドという方法でしか学ぶことができなかったが、行動制限の中においては、むしろ大学生の

本分である学業に専念できる環境にあった。加えて、資格の勉強や自分の興味・関心がある

ことについても、打ち込める環境にあったため、コードの出現頻度が高くなったのではない

かと考えられる。 

以上の結果から、コロナ禍前後で質問内容に相違点が見られた場合は、一人で取り組める

学業や資格取得などの質問項目が増え、また、コロナ禍前よりも、より多角的な質問が問わ

れるという仮説を立証できた。相違点が見られなかったと考える仮説についても「エピソー

ド」、「強み」などのコードの出現頻度がコロナ禍前後で変わらなかったため、立証ができた。

学生にとっては、エントリーシートで問われると考えて事前に準備をしておいた内容が使用

できなくなり、企業にとっては、それ以前の学生との比較ができなくなってしまうというデ

メリットが考えられるため、変わらなかったのではないかと推察できる。また、コロナ禍に

おいても、感染対策や実施方法を工夫すれば自分のやりたいことが出来ることも多く、むし

ろその努力を確認したいため、コロナ禍前後で質問項目を変更しなかった可能性も考えられ

る。２つの仮説は相反するようであるが、エントリーシートの分析から、両方の要素が混在

していることが確認できた。 

今回の調査対象ではないが、今後、2024 年卒の大学生に対しても、同じ傾向が続くこと

が予測される。入学した年にはすでにコロナ禍にあり、エントリーシートの質問項目である

「自己 PR」や「学生時代に力を入れたこと；ガクチカ」に記すことのできるエピソードは、
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それ以前の学生と比べてさらに乏しい。コロナ禍での行動制限の中で、部活動や留学などは

経験することが困難となり、学業やアルバイトにおいても、コロナ禍前のように自由に活動

できなかった。特に閉鎖された大学も多く、対面で友人と気軽に話すことも難しく、部屋の

中に籠ってオンラインでの授業が中心となった。このような状況で、コロナ禍以前のような

「学生時代に力を入れたこと；ガクチカ」や「周りを巻き込んで目標を達成した経験；挑

戦・経験・チーム」という質問に答えることは難しいと考えられる。これらの質問項目は、

自由に行動ができた場合であれば問われても答えられるが、行動制限の中ではあまり活動が

できておらず、答えにくい質問項目となる。 

 

Ⅴ．おわりに 

 

エントリーシートの項目において、コロナ禍後では、一人でも取り組める学業や資格につ

いて聞かれ、さらにコロナ禍前よりも項目が多角化していた。とはいえ、コロナ禍において

も感染対策や実施方法を工夫すれば、自分のやりたいことを学生生活の中で出来ることも多

く、むしろその努力を確認したいため、コロナ禍前後で質問項目を変更せず「ガクチカ」、

「挑戦」、「経験」などに関する質問を設けている企業も多く見られた。 

今後、高等教育機関においては、新型コロナウイルスの感染リスクに注意しながらも、コ

ロナ禍前の活動をある程度担保する必要があると考えられる。また、大学教育を通じて、ど

のようにすればこの状況を乗り越えられるかを考えて行動できる大学生を育成する必要があ

ろう。さらに、コロナ禍だからこそ、希薄になりがちな「チームで動く力」や、「周りを巻

き込んで何かを成し遂げる力」を育むことも求められている。 
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